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Abstract 

In recent years, "Grit" has been attracting attention as one of the common characteristics of socially successful 
people. The purpose of this study was to examine the relationship between the components of Grit (persistence of 
effort, consistency of interest) and the results of physical fitness tests and exercise habits. 
 As a result, it was found that "persistence of effort" had an effect on the performance of all physical fitness tests, 
the frequency of exercise and sports, and the duration of exercise per day. Based on the results of the present study 
and previous studies, it can be concluded that "persistence of effort" first of all affects the frequency and daily duration 
of exercise and sports, which may have pushed up the performance of the physical fitness test. 
 

1. ははじじめめにに 
若年層の体力低下が社会的問題となって久し

い.平成 11（1999）年より文部科学省が毎年実

施している新体力テストの結果によると,その合

計得点は,近年,全体的に向上傾向にあり,子どもの

体力は低下傾向に歯止めがかかってきているよ

うに見える.しかし,子どもの体力水準の高かった

昭和 60（1985）年頃と比較すると,体力は依然と

して低い水準にあり[1],解決には程遠い状況であ

るのが現状である.その理由として,ゲームや長い

テレビの視聴時間，外遊びの減少，塾や習い事

の増加による運動不足，遅い就寝時刻，朝食の

欠食，孤食，夜食の摂取の増加といった生活習

慣の変化等の環境変数が挙げられることが多い

が[2] [3],他にも対象者における心理的な要因の

経年的な変化も大きな影響を与えていることは

想像に難くない. 

文部科学省はこれまで環境変数（運動・スポー

ツの実施状況,朝食の有無,１日の睡眠時間等）と

子どもの体力との関係について多く調査をして

きたが,その後,新体力テストの政策を引き継いだ

スポーツ庁は平成 28 年度より, 個人の心理的変

数である「なんでも最後までやりとげたいと思う」

という調査項目を追加し,体力テストの成績との

関係を調査している.その結果,15 歳時点において

「なんでもやり遂げたいと思う」という質問項目

に対して「とてもそう思う」と回答した者の体力

合計得点が「まあそう思う」「あまり+まったく思

わない」と回答した者に比べ,男女とも高い結果に

なったことを報告しており[4],達成意欲を強く持

つ者ほど体力面でも優れていることを示す結果

となった.しかし,この調査の方法は対象者が自ら

の体力テストの結果を書き記す,記録用紙に記載

されている質問項目に答えるものであり,回答し

た内容と対象者が教師によって容易にマッチン

グできる形式で調査が実施されていることから,
対象者は質問の答えが成績に関係すると考え,実
際の思いと,書き記された回答が異なっている可

能性も否定できない. 
そのような中,近年,社会的に成功を収めている

人たちに共通する特性の一つとして Grit が注目
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されている[5].Grit とは Guts（度胸：困難なこ

とに立ち向かう）,Resilience（復元力：失敗し

ても諦めずに続ける）,Initiative（自発性：自分

で目標を見据える）,Tenacity（執念：最後まで

やり遂げる）のそれぞれにおける頭文字をとっ

て作られた用語であり,ペンシルバニア大学教授

のアンジェラ・リー・ダックワース氏によって

提唱されたものである[6].わが国では Grit を表す

言葉として「やりきる力」などと紹介されるこ

とも多い[7] [8] [9].ダックワース氏は社会的に成

功を収める最も重要な要素は才能や知能指数お

よび学歴ではなく,長期的な目標の達成に向け,本
人が決定した行動をやり抜く力こそが,社会的に

成功を収める最も重要な要素であるとしている.
さらにダックワース氏は Grit を長期目標に対す

る情熱（興味の一貫性）と努力の粘り強さから

構成される非認知的特性の一つであると説明し

ている.このように Grit が社会的な成功の要因で

ある可能性については多くの研究者の興味があ

るところであるが,その他の社会的な成功の要因

として,活動の根底となる健康や体力があること

も無視できない. 
これまで Grit と学力の関連をみた研究は,いく

つか行われているが[6] [10] [11] ,一貫した結果は

得られていなく,Grit と体力・運動能力との関係を

調べたものに至っては類例に乏しいのが実情で

ある.中野ら[12]は,大学生を対象に,Grit が新体力

テストに与える影響を調査しているが，反復横跳

びと 50ｍ走において興味の一貫性に該当する「情

熱」の項目が,また持久走では努力の粘り強さに該

当する「粘り強さ」の項目に有意な傾向が見られ

たことを報告している.しかし,有意水準が 10%水

準であり有意傾向に止まっていることや,対象者

の運動やスポーツの実施頻度および活動時間等

は考慮していない等の点から再検討の余地があ

る.また,今村[13]は Grit とほぼ同義である「やり

抜く力」と体力および運動習慣との関係について

調査しているが,この調査で使用された「やり抜く

力」を調査する質問は「なんでも最後までやりと

げたいと思うか？」というスポーツ庁が実施した

質問項目を利用したものであり,それに対し回答

者は「1.とてもそう思う 」「2.まあそう思う 」「3.
あまりそう思わない」「 4.まったくそう思わない」

で答えるという形態であった.しかし,スポーツ庁

によると,この質問項目は達成意欲について問う

質問であり[14],Grit そのものに直接焦点を当て

た質問ではない. 
そこで本研究は Grit を直接的に調査する質問

項目を用い,Grit の構成要素（努力の粘り強さ,興
味の一貫性）ごとに体力テストの結果および運

動習慣（運動頻度,１日の運動時間の関係）との

関係について検討することを目的とする. 
 

22.. 方方法法  
 
2.1 対象者 
対象者は，東北地方の高等専門学校 2,3 年次に

在籍する学生 286 名（男子 227 名,女子 59 名）

であった. 本研究の実施にあたり,対象者へは本

研究の目的,方法,Grit と運動頻度および 1 日の運

動時間の調査結果は体育の成績には一切影響し

ないことの説明を文書と口頭で行い,書面で承諾

を得ることのできた対象者のデータのみを使用

した.対象者は全員,週 1 回（90 分）の体育の授

業を必修科目として受講している. 
 
2.2 調査内容 

 (1) 体力・運動能力の調査について 
体力および運動能力の調査はスポーツ庁新体

力テストを正規の授業時間の中で実施し,握力,上
体起こし,長座体前屈,反復横跳び, 20ｍシャトル

ラン（往復持久走）,50m 走,立ち幅跳び,ハンド

ボール投げの計 8 種目を実施した. 
 
(2) 運動頻度および 1 日の運動時間の調査につ

いて 
運動頻度および 1 日の運動時間の調査は,スポ

ーツ庁新体力テスト「調査票」に記載の質問項

目を利用した.運動頻度を問う質問項目は「運

動・スポーツの実施状況（学校の体育の授業を

除く）」が該当し,対象者は「1.ほとんど毎日（週

3 日以上）」,「2.ときどき（週 1～2 日程度）」,
「3.ときたま（月 1～3 日程度）」,「4.しない」

より 1 つを選択して回答した.それぞれの回答番

号は回答番号 1・・・4 点,回答番号 2・・・3 点,
回答番号 3・・・2 点,回答番号 4・・・1 点とし,
点数が増加するに従い運動頻度が高くなる形で

処理を行った. 
1 日の運動時間を問う質問項目は「1 日の運

動・スポーツ実施時間（学校の体育の授業を除

く）」が該当し,対象者は「1.30 分未満 」,「2.30
分以上 1 時間未満」,「3.１時間以上 2 時間未

満 」,「4.2 時間以上」より 1 つを選択して回答

した. それぞれの回答番号は番号と同じ数値へと

点数化し,分析に使用した. 
 

(3)Grit の調査について 
Grit の提唱者であるダックワースらは,その個

人差を測定する「グリット尺度」を開発してい

るが,国内においては竹橋ら[10]がグリット尺度

の邦訳版「日本語版グリット尺度」を作成して

おり,本研究においてはこの尺度を使用した（図
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1）.尺度は 12 の質問項目から構成され,回答はす

べて「（1）非常に当てはまる」，「（2）かなり当

てはまる」，「（3）少し当てはまる」，「（4）あま

り当てはまらない」，「（5）全く当てはまらな

い」の中から 1 つを選択する 5 件法を採用して

いる.12 個の質問項目のうち,半数の 6 個が Grit
の構成要素である「興味の一貫性」を問う質問

であり,残りの 6 個が同じく Grit の構成要素であ

る「努力の粘り強さ」を問う質問である. 「興味

の一貫性」と「努力の粘り強さ」を問う質問の

順番はランダムに配置されている（質問番号

1,4,6,9,10,12 が「努力の粘り強さ」を問う質問.
質問番号 2,3,5,7,8,11 が「興味の一貫性」を問う

質問）. 

 
2.3 調査期間とスケジュール 
調査は 2019 年 4 月～2019 年 6 月までの期間

における授業時間内に実施した.新体力テストは

8 種目を延べ 3 日（1 日目…握力,上体起こし,長
座体前屈,反復横跳び,立ち幅跳び 2 日目…50m
走,ハンドボール投げ 3 日目…20ｍシャトルラ

ン）で実施し,運動頻度および 1 日の運動時間の

調査と Grit 調査は 3 日目の 20m シャトルラン

実施後,十分な休息を取った後に実施した. 
 

2.4 統計処理 
はじめに男女の Grit の差を検証するために,対

応の無い t 検定を実施した.次に新体力テストと

の関係を明らかにするために,Grit の各要素（興

味の一貫性,粘り強さ）を独立変数とし，体力テ

スト各測定種目の成績を従属変数とする重回帰

分析を行った（強制投入法）. 
さらに運動習慣との関係を明らかにするため

に,Grit の各要素（興味の一貫性,粘り強さ）を独

立変数とし，運動頻度および 1 日の運動時間を

従属変数とする重回帰分析を行った（強制投入

法）.統計分析にはアプリケーションソフトウェ

ア IBM SPSS Statistics Version 24 for Windows
を使用した. 

 
33.. 結結果果  

 
3.1 Grit の男女差について 
男女別の Grit 各要素の得点と標準偏差を表 1 

に示す.Grit の構成要素である「努力の粘り強さ」

「興味の一貫性」に分け,男女間での差を比較した

ところ,男女間での差は無いことがわかった.この

結果を受け,以降検討の対象とする Grit は男女合

わせて平均化した Grit 得点（努力の粘り強さ…

17.67±4.67,興味の一貫性…16.14±4.13）を分析

に使用するものとする. 

 
3.2 新体力テストと Grit の関係について 
今回実施した新体力テストの測定結果（男女混

合）は表 2 の通りである. 

 
次に新体力テストと Grit の関係を表 3 に示

す.Grit の構成要素の 1 つである「努力の粘り強

さ」はすべての体力テストの成績に影響があった

が,同じく Grit 構成要素の「興味の一貫性」は体

力テストの成績に影響を与えなかった. 

努⼒の粘り強さ 17.85 ± 4.81 16.95 ± 4.05 1.39 n.s.

興味の⼀貫性 15.98 ± 4.18 21.28 ± 3.90 -1.30 n.s.

     男⼦
     (n=227)

   ⼥⼦
   (n=59)

               n.s.: not significant

t値

表 1 Grit 各要素の男女間での比較 

表 2 新体力テストの測定結果 

平均値
(n=286) 標準偏差

握⼒（㎏） 36.01 7.8
上体起こし（回） 24.45 6.0
⻑座体前屈（cm） 50.01 10.3
反復横とび（回） 55.22 6.7
20mシャトルラン（回） 76.68 25.5
50ｍ⾛（秒） 7.73 1.0
⽴ち幅とび（cm） 214.72 33.7
ハンドボール投げ（m） 20.54 6.1

図 1 日本語版グリット尺度（竹橋ら 2019） 
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3.3 運動頻度および１日の運動時間と Grit の関

係について 
今回の対象者における運動頻度の平均は 1.18

±1.1点であり,また 1日の運動時間の平均は 1.26
±1.2 点であった.これらの結果と Grit の関係を

表 4 に示す.「努力の粘り強さ」は運動・スポーツ

の「実施頻度」と「1 日の実施時間」に影響が見

られたが,「興味の一貫性」は頻度,実施時間ともに

特に影響を与えなかった. 
 
44.. 考考察察  
今回,Grit と新体力テスト,運動頻度および１日

の運動時間の関係について検討を試みたが,すべ

てにおいて Grit の要素の 1 つである「努力の粘

り強さ」のみが影響を与え,「興味の一貫性」は特

に影響を与えなかった. 
竹橋ら[10]は「努力の粘り強さ」を「目標に対

して努力し続ける粘り強さ」,また「興味の一貫性」

を「同じ目標に長きにわたり努力を投入する情熱」

と定義している.つまり「努力の粘り強さ」は実際

の行動が伴っているのに対し,「興味の一貫性」は

思想や熟考といった,必ずしも行動を伴う必要が

ない概念であると言えよう. 
今回の研究から得られた結果と竹橋らが提唱

する「努力の粘り強さ」の概念をもとに総合的に

考察すると,日常的に目標につながる行動を実際

に起こしているか否かが体力テストの優劣に大

きく関わっていることが示唆される.このことは

学生が過ごす時間の大半は学校や家庭であるこ

とから,保護者や教師,さらには友人との関わり方

も重要な要因である可能性を含有しているが,こ
れについては今後の検討課題としたい. 
また本研究の結果からは,「努力の粘り強さ」が

体力テスト,運動スポーツの実施頻度・時間に与え

る作用機序等については明らかにできなかった.
先述の中野ら[12]の研究では,「努力の粘り強さ」

が体力テストの結果に影響を与えているという

表 3 新体力テストと Grit の関係 

調整済みR2乗 努⼒の粘り強さ（β） 興味の⼀貫性（β）

握⼒ 0.014 0.15 * -0.07

上体起こし 0.045 0.21 * 0.005

⻑座体前屈 0.016 0.16 * -0.04

反復横とび 0.05 0.25 *** -0.05

20mシャトルラン 0.072 0.29 *** -0.07

50ｍ⾛ 0.018 -0.17 ** 0.07

⽴ち幅とび 0.029 0.2 ** -0.05

ハンドボール投げ 0.049 0.25 *** -0.008
      * ： p< .05 ,    ** ：p< .01 ,     *** ：p< .001 

調整済みR2乗 .114 .102

努⼒の粘り強さ（β） 0.40 *** 0.33 ***

興味の⼀貫性 （β） -0.04 0.01
         *** ：p< .001 

１⽇の運動・スポーツの
実施時間

運動・スポーツの
実施状況（頻度）

表 4 運動頻度・１日の運動時間と Grit の関係 
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結論であったが,本研究においては体力テストの

結果に加え,運動・スポーツの実施頻度と 1 日の運

動・スポーツ実施時間にも影響を与えていること

が分かっている.このことは「努力の粘り強さ」が

運動・スポーツの実施頻度と 1 日の運動・スポー

ツ実施時間を向上させ,その結果として体力テス

トの成績が引き上げられたと考えるのが自然で

あろう.しかし,その因果関係について言及するに

はさらなる検討が必要であることから,継続的な

データの収集,蓄積を行っていく. 
 
55.. ままととめめ  
本研究は, 近年,社会的に成功を収めている人

たちに共通する非認知的特性の一つとして注目

されている Grit に着目し,Grit の構成要素（興味

の一貫性,努力の粘り強さ）と体力テストの各結果

および運動習慣（運動頻度,１日の運動時間）の関

係について検討した.その結果,「努力の粘り強さ」

は体力テスト全種目の成績と運動・スポーツの

「実施頻度」,「1 日の実施時間」に影響があった

が,「興味の一貫性」はいずれにも影響を与えなか

った.今回の結果と先行研究から「努力の粘り強さ」

は,まず先に運動・スポーツの実施頻度と 1 日の実

施時間に影響を与え,それが体力テストの成績を

押し上げたことが要因であると考えられるが,因
果関係の解明についてはさらなる調査,検討が必

要である. 
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